
（１） 主題名　自由な行動　〔小学校高１－（３）〕　　関連項目〔２－（３）〕

（２）ねらい　友だちとの上下関係の問題に気付き，誰にもとらわれることのない自由と，自

分の考えを大切にし，生活を自らの手でつくっていこうとする意欲を育てる。

（２） 資料名　「いやといえたとき」（出典：みんなで考える道徳 ６年 日本標準 ）

（４）学習指導過程

学　習　活　動 主な発問と児童の心の動き 留 意 点     

導 

入

１　ゲームをし，

リラックスす

る。

○ゲームをしましょう。

・どんなゲームかな

○リラックスした雰囲気

をつくるための簡単な

ゲームを用意する。

展

開
 
 
 
 

２　資料を読ん

で，いじめられ

ている英子の気

持ちと自由の楽

しさに気付く英

子の心の変化に

ついて考える。

３　自分の思いを

出すことができ

たときの気持ち

について話し合

う。

○英子さんはなぜ高子さんたちのグル

ープに入ったのでしょう。

・一人ぼっちになるのがいやだったか

ら

・高子さんがこわかったから

○英子さんがゴムだん遊びを心から楽

しむことができたのはどうしてでし

ょう。

・遠慮しなくてよかったから

・気をつかわず思い切り遊べたから

○高子さんたちに「それがどうしていけ

ないの」と言った場面を役割演技して

英子さんの気持ちを考えましょう。

・言い返すのはこわい

・言いたいことを言ってすっきりした

・友だちが来てくれてうれしかった

◎すっとからだが軽くなったように感

じたのはなぜでしょう。

・思い切って自分の考えが言えたから

・もう高子さんたちと無理していっしょ

にいなくてもいいから

○自由に遊べたからこそ

心から楽しかったこと

を考えさせる。

○役割演技を取り入れ，実

際の状況に近い場面設定

をする。高子は指導者が

演じ，英子とかけよって

くれた明子たちを児童

に演じさせる。

○役割演技後の話し合い

の時間を十分にとる。

終

末

 
 
 
 

４　英子の行動を

通して考えたこ

とを書く。

○英子さんの行動を通して感じたこ

と，考えたことを書きましょう。

・本当のことを言い合える友だちが本

当の友だちだ

・いっしょにいて楽しい友だち関係を

作っていきたい

○自分の気持ちを大切に

して対等に友だちと付

き合っていこうとする

気持ちを高める。

資料の概要

いじめられていた英子は，高子に「自分のグループに入らないとひとりぼっちにさせる」

と言われ，仲間に入る。ある日，他の友だちと遊んでいると「勝手にグループをぬけだすの」

と高子に問い詰められる。「どうしてそれがいけないの」と思いきって口にしたことをきっか

けに，支えてくれる友だちの存在と，自分の意志をはっきり伝えることの大切さに気付いて

いく。



実践報告にみる留意事項

１　資料・題材について

英子の行動や心情を通して，友だちに対

して自分の考えをはっきり言うことの大切

さを考えていく資料である。いじめは，い

じめる側に問題があり，いじめられる側に

非はない。いじめをはねかえす力の一つと

して「自分の考えをはっきり述べる」とい

う行動があることについて考えさせる資料

である。また，英子を心配してくれている

友だちの存在に気付くという場面を通して

友だちの大切さについても感じることがで

きる資料である。

２　指導過程の工夫

　役割演技の準備として，導入では，リラ

ックスできるゲームを行った。そして，展

開後半で，いつもいじめられている英子が

勇気を出して「（自分の好きなように行動す

ることが）それがどうしていけないの」と

言えた場面を役割演技する活動を取り入れ，

高子に自分の考えを言うことの勇気と，そ

れを言った後で自分の心がすっきりした心

情について共感させていった。その役割演

技では英子の立場にたつことで，いじめら

れることの不当さについて感じさせること

ができる。と同時に，友だちが駆け寄って

きてくれる心強さも感じさせることができ

る。

　これらの役割演技をすることで，いじめ

の未然防止や，この資料の英子のような状

況に立たされることの未然防止につながる

ことを期待している。

３　発問の工夫

　展開の前半では状況を把握させていくた

めの発問をした。展開の後半で，役割演技

を行った後，英子役の子に「いやと言った

ときどんなことを考えましたか」と心情に

ついて問い，言い返すことへの勇気や言っ

た後のすっきりした気持ちなどを発言させ

ていった。そしてそれらの発言をもとに，

「どうしてすっきりした気持ちになったの

だろう」と問いかけることで，自分の気持

ちをはっきり伝えたことで，胸のつかえが

とれたような気持ちになったことを考え，

自分の気持ちをはっきり伝える勇気を大切

にしていくことについて考えさせた。

４　児童の反応

　英子の役割演技をした場面では「高子さ

んに言い返すのはこわかった」「友だちが

来てくれてうれしかった」という意見が出

た。

　終末での英子の行動を通して考えたこと

についての感想では，「自分の言いたいこ

とが言えてよかった」という自由の大切さ

に焦点をあてて考えた感想と「友だちがい

てくれてよかった」と友だちの存在に焦点

をあてて考えた感想があった。

５　授業後のフォローアップ

　自分の考えをはっきり言っていこうとす

る気持ちをさらに高めていくことことをね

らって，終末で書いた感想を学級活動の時

間に交流する機会をもった。

　　　　　（本地小学校）


